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特定非営利活動法人 子育て応援団ゆうわ 

平成３０年度事業報告 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

Ⅰ運営に関する事項 

 １．総会の開催 

    日時  ：平成３０年５月２７日 １０：００～１２：００  

名取市市民活動支援センター 

     

 ２．理事会の開催 

   （５月・月・９月・３月 計３回開催） 

 

 ３．法人職員体制（平成３０年度） 

    （１）子育て応援団ゆうわ事務局 

       事務局長（業務委託及び指定管理事業事務員）：鈴木 敏浩 

        

     

（２） 児童センター及び小規模保育所 管理運営事業 

指定管理及び業務委託運営管理事業 統括  ：齋藤 勇介 

                 統括補佐：小林 陽子 

       

 ＜那智が丘児童センター＞ 指定管理事業 

         館長（兼理事）：田中 美江  

         主任児童厚生員：１名 

         児童厚生員：５名 補助員：１名    計８名 

 

       ＜増田児童センター＞ 指定管理事業 

         館長兼主任児童厚生員：久保 允 

         児童厚生員   １１名 補助員２名   計１４名 

         （増田児童センター ファミリーサポートセンター スタッフ含む） 

 

＜下増田児童センター＞ 業務委託運営事業 

         施設管理者（兼理事長）兼主任児童厚生員：齋藤 勇介 

         児童厚生員  １１名 補助員２名  計１４名 

 

      ＜本郷小規模保育所＞ 業務委託運営事業 

        施設管理者（兼副理事長）：小林 陽子  

０歳児 ３対１名  １・２歳児 ６対１名  子育て支援事業 ２名 

        フリー ２名 延長保育担当 １名  調理業務 ２名 

 

Ⅱ特定非営利活動に関する事項 

大分類 事 業 名 小分類 事 業 内 容 

１ 児童センター及び 

小規模保育所管理運営事業 

（１） 那智が丘児童センター指定管理事業 

 （２） 増田児童センター指定管理事業 

 （３） 下増田児童センター指定管理事業 

 （４） 本郷小規模保育所業務委託運営事業 

２ 次世代育成事業 （１） 子育て支援者スキルアップセミナー 

３ 地域連携事業 （１） 他団体との連携・協力 
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１． 事業名  ：＜児童センター及び小規模保育所運営管理事業＞ 

 

（１）那智が丘児童センター指定管理事業 

          実 施 日：通年実施 

                ✽日曜、年末年始(12 月 29日～1月 3日)を除く 

① 内 容  実 施 場 所：名取市那智が丘児童センター 

                常勤８名（臨時職員含む） 

          受益対象者：0歳児から 18歳までの児童及びその家族 

             放課後児童クラブ員（小学校 1年生から 6年生までの登録児童） 

 

 

 

② 運営方針 

a.児童に健全な遊びや活動の場を提供し、心と身体の健康の増進を図るようにする。 

b.健全な遊びを通して、児童に日常生活の在り方や、安全について体得できるようにす

る。 

c.異年齢児との活動を通して、心と心のふれあいと社会連帯意識を育てるようにする。 

d.地域活動の育成助長を図っていくようにする。 

e.子ども及び家族福祉に関わる団体・機関とのネットワークを育み、子育てを地域で見

守り、応援し、支え合う子育ての環境作りに取り組む。 

 

 

 

③ 目 的 

a. 生活や遊びを通して 

・組織的運動や遊びを集団的に実施することにより、児童の活動力を助長する。   

・いろいろな経験をすることで遊びの楽しさを知らせる。 

    ・ルールを身につける。 

・異年齢との交流を深める（思いやり・協調性を養う）。 

b.安全にすごす・・・・危機管理意識を持つ。 

 

 

④ 保護者支援・子ども乳幼児への支援 

子育てひろば 

（ぴよぴよハウス） 

・ 育児の中で親子共に心安らげる場所を提供する。 

・ 育児についての不安や悩みを共有する。 

・ 月曜日～金曜日 ９：００～１６：３０（祝日、年末年始を除く） 

＊年間利用者数は別表１参照。 

ファミリー 

フェスティバル 

・市内の子育て支援センターと連携し実施する子育て支援行事。 

 年間１回  

＊高舘あおぞら保育園子育て支援センターと連携し、実施している。 

育児リフレッシュ 

(ぴよぴよティータイ

ム・親子 de ヨーガ） 

・ おしゃべりしながらちょっと一息。子育てリフレッシュや親同士の交流の

機会に繋げる。(ティータイム)（年 2回実施） 

・ ヨーガを通して心も体もリフレッシュ（年９回実施） 

・ ミニチュアガーデンボックス作り（年 1回実施） 

遊びの広場 

「ぴよぴよ広場」 

・ 親子触れ合い遊びや集団遊びなどの活動を通じて、子どもとの関わり方、

子育ての楽しさを伝えていく。 

工作、クリスマス会など実施。 

・ 年間１０回開催。   

・  
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ぴよぴよファーム 

 

・ 畑作りの活動を通じて、自然と触れ合う経験を促す。 

年間 ７回開催 

子育て情報誌の発行 

「piyopiyo」 

 

・ 情報誌を通じて、子育てに関わる情報を地域へ伝える。 

・ 毎月１回発行  

その他 ○保健センター・那智が丘・増田・下増田児童センター連携事業 

・歯科指導：年間 ２回実施  

・幼児食 Q&A：年４回 

○子ども支援課連携：情報紙「ちいさななかまたち」発行  

・メール配信・ホームページ・ブログを利用しての情報提供 
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⑤ 放課後児童クラブ及び自由来館 

a.内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.各種活動行事 

･各種大会等………様々な遊びに挑戦し、楽しさや達成感が感じられる活動を実施。 

･工作タイム………身近な材料などを使い、簡単で楽しい工作を実施。 

･スポーツタイム…ドッジボールやバレーボールなど、体を元気に動かす。 

･お話しタイム……お話ボランティアさんによる楽しいお話の時間。 

･ティータイム……簡単なおやつを自分で作ってみんなと楽しく食べる。 

☆その他、折り紙タイムやお茶会など楽しい行事を多数実施。 

 

⑥ 次世代育成支援 

育児ボランティア 

育成支援 

・ 地域にある大学を中心にした学生ボランティア育成支援 

・ 子育て経験者を中心とした育児ボランティアサークルの育成支援 

 

⑦ 地域交流 

お話し会 

地域のお話しボランティア「お話しポケット」によるお話し会を開催。活動

を通じて子どもたちと地域の方々との交流を図る。 

毎月 1回開催。 

デイサービス「うさ

ぎ座」慰問交流会 

学区内にあるデイサービス「うさぎ座」との慰問交流。世代間交流を通じて

思いやりの心や、やさしい気持ちなど、子どもたちの心の成長を育む 

年間１回実施 

福寿会交流 

 

地域で活動している福寿会との交流。ゲートボールやグラウンドゴルフなど

の活動を通じて、地域の世代間交流を図る。 

年間１回開催  

 

⑧ 中高生への支援 

＋You 

（プラス ユー） 

 

中高生の居場所作り事業 

１６：３０以降の時間、クラブ室以外のスペースを中高生に開放。 

ボランティアではなく、自分たちの「居場所」として施設の活用を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童に対しての遊びの指導及び助言並びに放課後の生活の場の提供。平成３０年度

放課後児童クラブ登録児童数 33名。自由来館業務に関しては、登録児童以外の 1年

生から 6年生までの児童及び中学生、高校生 
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⑧ 那智が丘児童センター利用状況 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計 

開館日数 ２４日 ２４日 ２６日 ２５日 ２６日 １２５日 

登録児童 

（放課後児

童） 

４７１名 ５５８名 ５６８名 ５４２名 ４４０名 ２５７９名 

自由来館 

（小学生以

上） 

３１８名 ４２８名 ４２６名 ６４６名 ３５５名 ２１７３名 

乳幼児の親子 

（サロン利

用） 

１９２名 ２５２名 ４１６名 ６４５名 ２８６名 １７９１名 

行事 

クラブ活動 
１９７名 ３４８名 ４０３名 ２５７名 ４４４名 １６４９名 

他団体 

地域活動 
８７名 ７４名 ６３名 ４４３名 ３５名 ７０２名 

合計 １２６５名 １６６０名 １８７６名 ２５３３名 １５６０名 ８８９４名 

 

 

 

 

 ９月 １０月 １１月 １２月 計 

開館日数 ２３日 ２６日 ２４日 ２３日 ９６日 

登録児童 

（放課後児

童） 

４８７名 ６１９名 ５４６名 ４８４名 ２１３６名 

自由来館 

（小学生以

上） 

 

２７２名 ３１７名 １５９名 １８７名 ９３５名 

乳幼児の親子 

（サロン利

用） 

３７８名 ４１８名 ３３５名 ２８９名 １４２０名 

行事 

クラブ活動 
２７３名 ５２４名 ３２７名 １７２名 １２９６名 

他団体 

地域活動 
５７名 １７７名 ３８名 ２５名 ２９７名 

合計 １４６７名 ２０５５名 １４０５名 １１５７名 ６０８４名 
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 １月 ２月 ３月 計 総計 

開館日数 ２３日 ２３日 ２５日 ７１日 ２９２日 

登録児童 

（放課後児

童） 

３７６名 ４６０名 ４８３名 １３１９名 ６０３４名 

自由来館 

（小学生以

上） 

１７７名 ２０９名 ３８６名 ７７２名 ３８８０名 

乳幼児の親子 

（サロン利

用） 

２６６名 ２８５名 ３３７名 ８８８名 ４０９９名 

行事 

クラブ活動 
２５８名 ２３０名 ４９８名 ９８６名 ３９３１名 

他団体 

地域活動 
２０名 １６名 １１２名 １４８名 １１４７名 

合計 １０９７名 １２００名 １８１６名 ４１１３ １９０９１名 

1日平均利用者数：約６５名 

（登録児：２１名 自由来館児：１３名 乳幼児親子：１４名 行事等：１３名 他団体：４） 

 

 

＜１年のまとめ＞ 

 ・法人として那智が丘児童センターの指定管理運営も 2 期目（初年度）を迎え、これまで築

いてきた基盤をさらに発展させて、中学生の利用促進や従来小学生の利用施設ととられが

ちであった活動を、児童館本来の機能である 0 歳から 18 歳までの児童を対象とした取り

組みをさらに地域に周知していくことが出来たように思う。 

 ・那智が丘地区は児童数が減少傾向にあるが、だからこそ、子育てを見守り、支える地域力

があり、児童センター事業にも地域の多くの方々のご協力を頂いている。今後もつながり

を深め、地域に根差した活動をしていきたいと思う。 

 ・小学生時代頻繁に利用していた児童が、中高生になっても利用する姿が見られている。児

童センターが子どもたちにとっての居場所となっている証でもあるとうれしく思う。今後

も子どもたちにとって、ホッと出来る居場所であり続けられるよう取り組んでいきたいと

思う。 
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（２）増田児童センター指定管理事業 

① 内容 ・実施日  ：年間を通じて実施 

          ※日曜、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く 

     ・実施場所 ：名取市増田児童センター 

     ・従事者  ：常勤３名、臨時職員９名、補助員２名 

     ・受益対象者：０歳児から１８歳までの児童及びその家族 

            放課後児童クラブ員（小学校１年生から６年生までの登録児童） 

 

② 運営方針 

a. 児童に健全な遊びや活動の場を提供し、心と身体の健康の増進を図るようにする。 

b. 健全な遊びを通して、児童に日常生活の在り方や、安全などについて体得できるように

する。 

c. 個別的、集団的、または異年齢児との活動を通して、心と心のふれあいと社会連帯意識

を育てるようにする。 

d. 地域活動の育成助長を図っていくようにする。 

e. 子ども及び家族福祉に関わる団体・機関とのネットワークを育み、子育てを地域で見守

り、応援し、支え合う子育ての環境作りに取り組む。 

 

③ 目 的 

a.生活や遊びを通して 

・組織的運動や遊びを集団的に実施することにより、児童の活動力を助長する。   

・いろいろな経験をすることで遊びの楽しさを知らせる。 

・ルールを身につける。 

・異年齢や地域との交流を深める（思いやり・協調性・地域とのつながりを育む）。 

b.安全にすごす・・・・危機管理意識を持つ。 

 

④ 保護者支援・子ども乳幼児への支援 

『子育てひろば・ぴよぴよハウス㏌ますだ』 

地域の開かれた子育て環境として、「日常的に親子が楽しく利用でき、集い、遊べるところ。 

ゆったりと過ごせる居場所。子育てに関する様々な情報交換の場。」を設定しています。 

基本的に増田児童センター全室利用可（時間帯やセンターの状況により変更あり） 

月曜日～金曜日  ９：００～１７：００ 

 

 活動名 内容・開催日・場所・回数等 ねらい 

ホールＤＥあそぼうＤＡＹ 

・６、１０、１２、２月実施 

（１０：３０～１１：３０） 

・親子ふれあい遊び、集団遊び、児童

文化財鑑賞など 

・親子での活動を通じて、親子同士や地

域の様々な関係とのコミュニケーシ

ョンを図る。 

 

・様々な活動を通し、子どもの成長を見

守る関係づくりを図る。 

 

・遊びの紹介、伝承を行う。 

 

・親同士の交流を図りながら、子育ての

不安を軽減する。 

 

・育児についての情報交換 

工作あそぼうＤＡＹ 

・４、９、１１、１月実施 

（１０：３０～１１：３０） 

・簡単な工作の紹介 

お誕生日会 

・月１回実施 

（１０：３０～１１：３０） 

・親子ふれあい遊び、手形など 

赤ちゃんのひろば 
・５、１１、１２月実施 

・1歳未満のお子さんを対象 
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赤ちゃんのつどい 

・月１回程度実施 

６、７、９、１０、１、２、３月開催 

・１歳前半までのお子さんを対象 

 

双子ちゃんの広場・つどい ・７月開催 

幼児食 Q＆A 
・年４回（那智が丘、下増田と共催） 

・保健センター ・育児に関連する情報の提供 

・保健センターとの連携を図る 

 
歯みがき指導 

・年２回程度（那智が丘、下増田と共

催） 

コッコの時間 

※ハンドマッサージ、ママ講座、

産後ダンスなど形を変えて様々

なリクエストに合わせた活動を

実施。 

・年数回実施 

・簡単な手芸、スポーツ、クッキング

など。利用者からのリクエストを聞き

ながら内容を検討していく。 

・大人中心の活動の中で育児リフレッ

シュ、コミュニケーションを図る。 

 

ぴよぴよガーデン 

・日常的な活動 

・７月ピザクッキング、３月サシェ作

りを実施。 

・簡単なガーデニングや自然素材を

使った制作などを行う。 

・自然と触れ合い、それらの大切さ、楽

しさ、奥深さを体験する。 

ぴよっ！とタイム 

・不定期 

・メール配信でのみお知らせ 

・お花見、お散歩、シャボン玉遊び、

水遊びなど 

・季節などに応じた活動を楽しむ 

 

育児相談 

（もしもし子育て１１０番） 

・月～金（9：00～17：00） 

・電話相談、来所・サロンでの相   

 談を受け付ける 

 

・育児に不安や悩みを持つ親などから

電話や面接を通じて相談を受け、話

を聞いたり問題解決へのアドバイス

等をしたりすることで、子育て支援

の一端を担う。 

・必要な場合は関係機関への橋渡し、情

報提供を行う。 

訪問型子育て支援 

（ホームスタート） 

・随時 

・トラスティー会議 年２回 

・ビジター定例会 年２回 

・宮城県連絡協議会 年３回 

・東北エリア会議 ８月岩手開催 

・育児に不安や悩みを持つ親などから

申請を受け、事前研修を受けた子育

てボランティアを派遣し、話を聴き、

気持ちに寄り添うことで、子育て支

援の一端を担う。 

・必要な場合は関係機関への橋渡し、情

報提供を行う。 

サークル 

支援・育成 

サークル情報管

理 

・年度ごとに、サークル登録用紙を提

出してもらう。 

・メールアドレス登録（代表者） 

・市内へのサークル情報発信。 

・高舘と共通で情報を管理し、入会希望

者をサークル代表とつなぐ。 
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子育てサークル

の遊びのお手伝

い 

・各サークルにつき年２回 

・各活動場所にて各地域の児童セン

ター職員が対応する。 

・物品貸出等、児童センターへのサポ

ートを行う。 

・サークルの要請に応じ、親子の遊びを

支援する。 

 

・遊びの講習を行い、サークル活動のサ

ポートをする。 

 

・サークル同士の交流、情報交換を図

る。 

 

・ボランティアとの交流を図る。 

 

サークル代表へ

の遊びの提供 

（サークルサー

クル会） 

・年５回（全体 3回、地域毎 2回） 

・増田児童センター、高舘あおぞら子

育て支援センター 

サークル交流運

動会 

・年１回 １０月１６日  

・名取市体育館 

自主サークル結

成のお手伝い 
・要請に応じて 

育児講座 

竹丸先生の『わら

べうた』 

・６月２０日、３月７日 

・増田児童センター 
・他参加者や講師とのコミュニケーシ

ョンをリフレッシュや育児不安の解

消のきっかけにしてもらう。 

 

・発達や、救急法等に関しての専門的な

講話をきき、育児に役立ててもらう。 

親子クッキング 

紅茶講座 
・１２月１１日、３月１日 

・増田児童センター 

マネー講座 
・２月１５日 

・増田児童センター 

関係機関 

連携・支援 

ファミリー 

フェスティバル 

・年１回 ３月５日 

・名取市体育館 

・各子育て支援拠点施設を利用してい

る親子、これから利用する親子の交

流や情報の共有を図る。 

・市内の子育て支援に携わる人を知っ

てもらい、より良い支援活動に繋げ

ていく。 

・妊娠時から出産以降まで切れ目のな

い子育て支援のために情報交換を行

う。 

・ひろば利用者への適切な支援に向け

て連携を図る。 

なとりっこ 

・年１回 ７月７日 

・名取市文化会館 

保健センター 

「遊びのひろば」 

・年９回 

・５、６、８、９、１０、１１、１２、

１、３月実施 

個別ケースの 

情報交換 

・子育て支援包括支援センターとの

情報交換 

・遊びの広場終了後に開催 

ボランティアグ

ループ・ボランテ

ィア連絡会との

連携 

・遊びの支援、育児講座、サークル支

援等に関わってもらう。 

 

・子育てに関わる機関と情報交換を行

い、一貫した活動が行えるようにす

る。 

ちいさななかま

たち 

・年１回程度発行 

 

・子どもとの接し方、遊び方を保護者へ

知らせる。 

・在園時、家庭保育児それぞれに役立つ

ような内容の記事を発行。 
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ぴよぴよ通信の

発行 

・月１回 ・育児に役立ててもらえるよう、子育て

に関する各種情報の提供をしてい

く。 

その他 

 

あそびうたのコ

ンサート、人形劇

鑑賞、子育てに関

わる講座の開催

等、子育てイベン

トの開催。 

・ようこそ名取へ（５月） 

・パパママお楽しみ DAY（１１月） 

・おのきんと遊びまショータイム（３

月） 

・行事の告知、子育ての情報発信。 

 

 

 

⑤ 放課後児童クラブ及び自由来館 

 

a.内容：児童に対しての遊びの指導及び助言並びに放課後の生活の場の提供。 

平成３０年度放課後児童クラブ登録児童数は、１年３５名、２年３３名、３年２１名、

４年２１名、５年５名、6年３名、合計１８８名（平成３１年３月３１日現在登録数）。 

自由来館業務に関しては、登録児童以外の１年生から６年生までの児童及び中学生・

高校生。 

 

  b.各種活動行事 

◎各種大会等………様々な遊びに挑戦し、楽しさや達成感が感じられる活動を実施。 

◎工作タイム………身近な材料や廃材などを使い、簡単で楽しい工作を実施。 

◎きりえタイム……カッターの使い方を知り、ステンドグラスのような素敵な作品を 

作る。 

◎スポーツタイム…ドッジビーやユニホックなど、先生の指導を受けながら楽しく元 

         気に体を動かす。 

◎けん玉タイム…先生と一緒にゲームなどまじえながら、いろんな技に挑戦。 

◎お話しタイム……地域の方による絵本・手作り紙芝居などの読み聞かせの時間。 

◎午後の喫茶店……手作りおやつを喫茶店の雰囲気で、みんなで楽しくいただく時間。 

☆その他、一輪車検定、子どもフリーマーケットや季節の感じられる活動を実施。 

 

 

 

⑥ファミリーサポートセンター 

◎「育児のお手伝いをしてほしい方（利用会員）」と「育児のお手伝いをしたい方（協力

会員）」が、地域の中で助け合いながら子育てをする会員組織・有償のボランティア

活動。 

◎利用のしくみ・・・利用するためには、会員登録が必要。 

援助を受けたい方（利用会員）、援助を行いたい方（協力会員）は

センターに申し込むことによって会員となる。援助を受けることと

行うことの両方を希望する場合には、両方会員になることもできる。 

   

⑦地域交流など 

◎（公民館共催事業）「夏休みちびっこチャレンジ」 

【平成３１年７月２５日（低学年の部）、８月５日（高学年の部）増田小学校体育館】 

     毎年、増田公民館と共催で地域の小学生が夏休みにさまざまなことにチャレンジする

ことをテーマに企画を実施。平成３０年度は科学あそびをテーマに実験あそびやク

ラフト飛行機作りなどを行った。 



 
12 

 

ぴよぴよガーデン 

「ピザ作り」 

 

   ◎（児童センター行事）「お化け屋敷」【平成３０年９月１６日 増田児童センター】 
     普段児童センターを利用している小学生、乳幼児親子だけでなく、幅広い方々に児

童センターに足を運んでもらえるよう周知し、子どもから大人まで関わりを持ちな

がら楽しめる企画として行った。 
    

◎（地域連携行事）「第３０回ますだこどもまつり」【平成３０年１０月７日増田小学校

館】 
  地域の子どもたちを対象に１０地区の子ども会と連携し行う毎年恒例の一大イベ

ント。昔あそびや空き缶重ね、射的などさまざまな遊びを通してこども同士や地域

の方々との交流を図る。 

 

◎（児童センター行事）「新春七草がゆの会」【平成３１年１月６日増田児童センター】 

地域でお世話になっているボランティアや民生員など地域の方々をご招待して日頃

の感謝を伝えると共に、独楽回しやカルタ、羽つき、凧揚げなど室内外でお正月遊

びを一緒に行ったり、七草がゆを一緒に食べたりしながら交流を図る。 

    

   ◎（宮城けん玉クラブ共催行事）「けん玉フェスティバル」 

【平成３１年３月２７日 増田児童センター】 

     増田小学校の児童と保護者が中心となり活動している宮城けん玉クラブとの共催行

事。初心者の児童にとってはけん玉に触れる機会として。上級者の児童にとっては技

を競い合い、高め合う機会となり、大変充実した内容となった。 

 

☆子育て支援の様子☆ 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

コッコの時間 

「ママ講座 ヘアーカット」 

クリスマス会 

工作お楽しみ DAY 

「キーフック作り」 

ぴよっとタイム 

「お花見」 

パパママお楽しみ DAY 
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ホール DE 遊ぼう DAY おのきんと遊びまショータイム 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆学童の様子☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん玉タイム 
スポーツタイム 

「タグラグビー」 
お話タイム 

午後の喫茶店 
「ふわもこドリンク」 

放課後児童クラブ 

親子レクリエーション「芋煮会」 

の～りょ～会 

射的あそび 

お誕生会 

工作タイム 

「テレビであそぼう」 

クリスマス会 おおそうじ 
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ありがとうの会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

☆ファミリーサポートセンター、地域交流などの様子☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館共催 

夏休みちびっこチャレンジ 
第３０回 

ますだこどもまつり 

新春 七草がゆの会 

ファミリーサポートセンター 

スキルアップ講座 

宮城けん玉クラブ共催 

けん玉フェスティバル 
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⑧増田児童センター利用状況 

   ４月  ５月  ６月  ７月  ８月 計 

開館日数 ２５日 ２４日 ２６日 ２６日 ２７日 １２８日 

登録児童 
２０６８名 ２２７５名 ２２６５名 ２１２１名 １６６１名 １０３９０名 

（放課後児童） 

自由来館 
１２４３名 １５２５名 １６２６名 １５７１名 １１０３名 ７０６８名 

（小学生以上） 

乳幼児親子 ３５６名 ４４３名 ４９８名 ５８６名 １３６名 ２０１９名 

行事 ５６４名 ４８６名 ６４９名 ７３８名 ５８０名 ３０１７名 

合計 ４２３１名 ４７２９名 ５０３８名 ５０１６名 ３４８０名 ２２４９４名 

 

   ９月  １０月  １１月  １２月 計 

開館日数 ２４日 ２７日 ２６日 ２３日 １００日 

登録児童 
１８２９名 ２１６８名 ２１１７名 １８２３名 ７９３７名 

（放課後児童） 

自由来館 
１２７４名 １４３６名 １２３３名 ９４３名 ４８８６名 

（小学生以上） 

乳幼児親子 ３６９名 ４１３名 ５１３名 ５６５名 １８６０名 

行事 ７３５名 ６２７名 ６１７名 ７４１名 ２７２０名 

合計 ４２０７名 ４６４４名 ４４８０名 ４０７２名 １７４０３名 

 

   １月  ２月  ３月 計   総計 

開館日数 ２３日 ２３日 ２６日 ７２日  ３００日 

登録児童 
１７１３名 １８５４名 １８７３名 ５４４０名 ２３７６７名 

（放課後児童） 

自由来館 
８６２名 ８７５名 １０７２名 ２８０９名 １４７６３名 

（小学生以上） 

乳幼児親子 ２６０名 ５２１名 ３８３名 １１６４名 ５０４３名 

行事 ４６１名 ６２３名 ７３５名 １８１９名 ７５５６名 

合計 ３２９６名 ３８７３名 ４０６３名 １１２３２名 ５１１２９名 

１日平均利用者数：約１７０名 

（登録児：７９名、自由来館児：４９名、乳幼児親子：１７名、行事等：２５名） 
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平成３０年度 名取市ファミリーサポートセンターの活動状況  

 

 

 

 

1. 会員数について 平成 31年 3月末現在 

利用会員 503人 

協力会員 127人 

両方会員 53人 

合計 683人 
 

 

 

 

2. 活動状況について             

平成 30年 4月 1日～平成 31年３月末日 

活動内容 回数 

保育所・幼稚園の登園前の預かり 4 

保育所・幼稚園の送り 16 

保育所・幼稚園の迎え 204 

保育所・幼稚園の帰宅後の預かり 227 

学童の放課後の預かり 133 

放課後児童クラブの迎え 316 

放課後児童クラブ終了後の預かり 231 

子どもの病気時の援助 8 

子どもの習い事等の場合の援助 264 

保育所・学校等休み時の援助 70 

保育所等施設入所前の援助 0 

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 100 

保護者等の求職活動中の援助 1 

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子どもの学校行事の場

合の援助 

0 

保護者等の外出の場合の援助 94 

保護者等の病気、その他急用の場合の援助 0 

保護者等の家事、用事、リフレッシュ等の援助 17 

その他 4 

合計 1689 

 

キャンセル 22 
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⑨１年のまとめ 

ぴよぴよハウスでは 1 年を通して、親子で一緒に楽しむことができる活動や行事など様々な

取り組みを行ってきた。親子クッキングやわらべうた、ぴよぴよガーデン、工作お楽しみ DAY

など親子での活動を通して家庭でもできる親子の触れ合いや関わりを伝えることができた。同

時に親同士が関わり合い、リフレッシュの場を求める声も多く聞こえてきた。次年度は親子の

活動と合わせて利用者同士の関係を作る活動、ほっと一息つけるような取り組みを考えていき

たい。また、産前の家庭への支援についても視野に入れて取り組みを展開してきたい。 

学童では、放課後児童クラブ、自由来館共に利用人数は増えており、その中での安全管理に

ついて考える１年となった。児童の怪我が続いてしまったことにより、職員の配置や対応の仕

方について職員間で共通の意識のもと改善を図った。職員だけが安全に気を配るだけでなく、

児童自身もケガや事故を予防することができるように遊びの中で危険なこと、場所に自ら気づ

けるような働き掛けを心掛けた。また、安全面だけでなく児童一人一人が過ごし方ややりたい

ことを自ら考え、工夫し、自分の居場所を作っていけるような環境づくりをしていきたい。 

ファミリー・サポート・センターは、他の子育て支援施設へ出向いての広報活動や利用者、

職員向けに利用の仕方などを周知する機会を増やしてきた。また、協力会員養成講座に加え、

これまで課題となっていたスキルアップ講座を行うことができた。地域と子育て世帯をつなぐ

ファミリー・サポート・センターの事業をたくさんの方に知っていただき、必要な方へしっか

りと届くようにこれからも事業を進めていきたい。 

今後もたくさんの利用者、幅広いニーズに対してどのような活動ができるのか、必要な取り組

みは何かしっかりと考えながら事業を展開していきたい。 
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（３） 下増田児童センター業務委託運営事業 

 

実施日  ：年間を通じて実施 

＊日曜、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く 

        実施場所 ：名取市下増田児童センター 

        従事者  ：常勤１２名（臨時職員含む）、補助員２名（長期休みやイベント

時など） 

        受益対象者：０歳児から 18歳までの児童及びその家族 

              放課後児童クラブ員（小学校 1年生から６年生までの登録児童） 

           

 

②運営方針 
a.児童に健全な遊びや活動の場を提供し、心と身体の健康の増進を図るようにする。 
b.健全な遊びを通して、児童に日常生活の在り方や、安全について体得できるようにする。 
c.異年齢児との活動を通して、心と心のふれあいと社会連帯意識を育てるようにする。 
d.地域活動の育成助長を図っていくようにする。 
e.こども及び家族福祉に関わる団体・機関とのネットワークを育み、子育てを地域で見守

り、応援し、支え合う子育ての環境作りに取り組む。 
 

 
 

③ 目 的 
a. 生活や遊びを通して 

・組織的運動や遊びを集団的に実施することにより、児童の活動力を助長する。 
・いろいろな経験をすることで遊びの楽しさを知らせる。 
・ルールを身につける。 
・異年齢との交流を深める（思いやり・協調性を養う）。 

 
b. 安全にすごす・・・・危機管理意識を持つ。 

 
 
 
 

④ 保護者支援・子ども乳幼児への支援 
 活動名 内容・開催日・場

所・回数等 

ねらい 

ぴよぴよタイム 

・年に９回開催  （参加延べ人数３７１名 

（１０：３０～１１：３０） 

・親子ふれあい遊び、集団遊び、工作、児童文化財鑑賞など 

 

・親子での活動を通じて、親子同士や地域の

様々な関係とのコミュニケーションを図る。 

・同じ学年の子どもを持つ保護者同士の繋がり

をつくり就学後の関係づくりに活かしてい

く。 

・様々な活動を通し、子どもの成長を見守る関

係づくりを図る。 

・遊びの紹介、伝承を行う。 

 

① 内容 
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保護者支援「コッコタイム」 

・年４回開催 （参加延べ人数４４名） 

・育児リフレッシュや保護者同士のコミュニケーションを図る

場として、保護者目線での活動を実施。時にはティータイムを

交えながらながら和やかな時間を過ごす。 

・育児リフレッシュ、大人同士のコミュニケ―

ションを図る場を持つ。 

・大人も子どもも、様々な経験をすることによ

り、知識を深め、楽しみながら充実した遊びの

環境を皆で作り上げる。それにより、おもちゃ

を大切に使う気持ちを育む。 

・悩みや思いを出し合い、それらを共有するこ

とでお互いを理解しあう場を持ち、考え進む

機会を得る。 

・子ども達におもちゃを通しての様々な経験を

提供出来る環境作り。 

幼児食 Q＆A 

・年３回開催（参加延べ人数４８名） 

・１歳～１歳半を対象。 

 

・保健センターとの連携を図りながら、育児中

の疑問などを気軽に質問できる関係をつく

る。 

・発達に応じた、専門的な知識を聞く機会を設

ける（那智が丘・増田との共催） 

歯みがき指導 

 

・年２回開催。 

参加延べ人数３３名 

・０～１歳、１歳半

～を対象。 

 

育児相談 

（もしもし子育て１１０番） 

 

 

・月～金 随時 

・電話相談、来所・サ

ロンでの相談 

 

・育児に不安や悩みを持つ親などから電話や面

接を通じて相談を受け、話を聞いたり問題解

決へのアドバイス等をし、子育て支援の一環

を担う。 

 

 

 

サークル支援・育成 

子育てサーク

ルの遊びのお

手伝い 

 

・年２回実施 

参加延べ人数 30名 

・各活動場所にて 

・サークルの要請に応じ、親子の遊びを支援す

る。 

・遊びの講習を行い、サークル活動のサポート

をする。 

・サークル同士の交流を図る。 

・活動拠点の児童センター職員との繋がりをつ

くる。 

 

サークル代表

への遊びの提

供 

（サークルサ

ークル会） 

・年５回開催 

（参加延べ人数 

７５名） 

・増田児童センター 

サークル交流

運動会 

・年１回  

１０月１６日 
（参加人数６８名） 

・名取市体育館 

 

自主サークル

結成のお手伝

い 

・要請に応じて 
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子育て支援連携事業 なかよしぽっ

け保育園受け

入れ 

・６月１２日 

（参加者１４名） 

・他参加者や講師とのコミュニケーションをリ

フレッシュや育児不安の解消のきっかけにし

てもらう。 

・発達や、救急法等に関しての専門的な講話を

きき、育児に役立ててもらう。 

 

 

・各センターを利用している親子、これから利

用する親子の交流や情報の共有を図る。 

 

・市内の子育て支援に携わる人を知ってもら

い、より良い支援活動に繋げていく。 

 

・子育てに関わる機関と情報交換を行い、一貫

した活動を行う。 

藤田先生お話

会 

・６月２９日（金） 

（参加者２１名） 

育児相談会 ・年３回実施 

（参加者５８名） 

ファミリーフ

ェスティバル 

 

・３月５日 

（参加者３６２名） 

 

関係機関 

連携・支援 

 

 

なとりっこ ・年 1回（７／７（土）） 

・名取文化会館 

・育児に役立ててもらえるよう、子育てに関す

る各種情報の提供。 

保健センター 

「遊びのひろ

ば」 

・年１０回 

・保健センター 

ちいさななか

またち 

・前年度版修正実施 

ぴよぴよ通信

の発行 

・月１回 ・行事の告知、子育ての情報発信。 

その他 

 

 

たまごタイム 

 

・月３回程度開催

（１５分程度） 

＊SP企画４回 

（延べ参加人数 

７９名） 

・児童センター職員による絵本の読み聞かせや

体操など、楽しみながらこどもたちとの関わ

りや子育てに対するアドバイスを実施する。 

・担当だけでなく、センター職員との交流を促

進する。・行事の告知、子育ての情報発信。 

総合避難訓練 

 

・３月１３日実施 

（参加延べ人数 8

名） 

・災害時等いざという時の備えを、利用親子と

ともに確認する。 
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☆子育て支援の様子☆ 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親子リトミック 

七夕会 

キッズサッカー 尚絅大学児童文化部 

人形劇 

ぴよぴよタイム～オマチマンコンサート～ 

わらべうた産後ダンス 
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⑤ 放課後児童クラブ及び自由来館 

 
 

児童に対しての遊びの指導及び助言並びに放課後の生活の場の提供。平成

３０年度下増田放課後児童クラブ１５１名。（平成３１年３月末日登録現在）

自由来館業務に関しては、登録児童以外の 1 年生から 6 年生までの児童及

び中学生、高校生 
 
 
 
 

b.各種活動行事 
･各種大会等………様々な遊びに挑戦し、楽しさや達成感が感じられる活動を実施。 
･工作タイム………身近な材料などを使い、簡単で楽しい工作を実施。 
･スポーツタイム…ドッジボールやバレーボールなど、体を元気に動かす。 
･お話しタイム……お話ボランティアさんによる楽しいお話の時間。 
･ティータイム……簡単なおやつを作ってみんなと楽しく食べる。 
☆その他、ぬりえコンクールやチャレランなど楽しい行事を多数実施。 

 
                  ☆学童の様子☆ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.内容 

プレーパーク 親子レク～花火大会～ 

ダンスワークショップ ハロウィンフェスタ 
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⑥ 下増田児童センター利用状況 

 

  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月   計 

開館日数  ２１日 ２２日 ２２日 ２１日 ２４日 １１０日 

登録児童 

（放課後児

童） 

２５９６名 ２７７７名 ２６８３名 ２５３７名 ２１００名 １２６９３名 

自由来館 
（小学生以上） 

８９７名 

 

７２１名 ９５０名 ９０５名 ８５５名 ４３２８名 

乳幼児親子 ３２３名 ２９８名 ６３５名 ５４３名 ２２６名 ２０２５名 

行事 ２３９名 ３２５名 ６９２名 ２９２名 ２８７名 １８３５名 

合計 ４０５５名 ４１２１名 ４９６０名 ４２７７名 ３４６８名 ２０８８１名 

 

  ９月  １０月  １１月  １２月  計 

開館日数 １９日 ２３日 ２１日 １９日   ８２日 

登録児童 

（放課後児

童） 

２２０４名 ２５８３名 ２５１９名 ２１９３名 ９４９９名 

自由来館 
（小学生以上） 

６０７名 ６０４名 ６５７名 ５８７名 ２４５５名 

乳幼児親子 ４５５名 ６２０名 ４６８名 ３７３名 １９１６名 

行事 ５５４名 1112名 ４７６名 ３８７名 ２５２９名 

合計 ３８２０名 ４９１９名 ４１２０名 ３５４０名 １６３９９名 

 

  １月  ２月  ３月   計   総計 

開館日数 １９日 ２０日 ２１日   ６０日   ２５２日 

登録児童 

（放課後児

童） 

２０１２名 ２１４１名 ２１９１名 ６３４４名 ２８５３６名 

自由来館 
（小学生以上） 

３５８名 ４２７名 ６１５名 １４００名 ８１８３名 

乳幼児親子 ４２５名 ４４１名 ３７７名 １２４３名 ５１８４名 

行事 ３９１名 ６９３名 ４７６名 １５６０名 ５９２４名 

合計 ３１８６名 ３７０２名 ３６５９名 １０５４７名 ４７８２７名 

１日平均利用者数：約１９０名 

（登録児：１１３名、自由来館：３２名、乳幼児親子：２１名、行事等：２４） 

サッカー教室 
クリスマス会 
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⑦ １年のまとめ 
児童センターとして開始してから３年目を迎え、業務委託事業から指定管理事業として

事業形態が変わり、新たに公設民営の児童センターとしてスタートしている。利用者の中

でも自由来館利用が周知され、中高学年の児童クラブ登録児童が自由来館へ移行するなど

ニーズに合わせた利用が見られるようになってきた。しかし、登録放課後児童クラブの登

録ニーズは依然として高く、利用人数に対して限られたスペースの中でこどもたちが安心

して自由に遊ぶことの出来る環境をいかに育んでいくのかが昨年同様の課題となっている。

職員間でリスクとハザードなどの視点をしっかりと持ち、単に安心・安全を掲げるのでは

なく、遊びを通して子どもたちが自らの「生きる力」培っていくことが出来るような環境作

りに取り組んでいきたいと思う。 
地域連携として公民館祭りの中で昔遊びのブースを児童センターとして設けたり、。ハロ

ウィンの季節の行事でも公民館や交番など地域に協力を頂きながら実施したもののなど、

日常の子どもたちの受け入れに手一杯となり、地域連携をこれまで以上に発信していくた

めの思うような取り組みは出来ていなかった。児童センターとして地域とのつながりを深

めていけるよう発信していきたいと思う。 
利用状況としては、現在、乳幼児・小学生までの利用は定着しているが、児童クラブを中

心に小学生の利用がとても多く、中高生の利用出来る環境作りに取り組むことが難しい状

況であった。しかし、０～１８歳までの全ての児童を対象とする児童センターとしては、今

後中高生にとっても居場所となれるような環境整備や取り組み、情報発信が必要となる。

そのような視点もしっかりと持ち、そして地域とのつながりを育みながら、遊びを通した

児童の健全育成を図っていきたいと思う。 
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（４） 本郷小規模保育所業務委託運営事業 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

＜活動に関する事項＞ 

① 事業名  ：＜小規模保育所管理運営業務委託＞ 

主な管理運営業務：保育の実施に関する業務 

      特別保育事業の実施に関する業務 

       ア 延長保育事業 

       イ 地域子育て支援センター事業 

      保育所の維持管理に関する業務 

      名取市が必要と認める業務 

開所時間 ：月曜日から金曜日まで  午前７時から午後７時まで 

            土曜日  午前７時から午後６時まで 

＊日曜、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く 

         実施場所 ：名取市本郷小規模保育所 

         従 事 者 ：施設管理者   １ 

０歳児   ３対１ 

               １・２歳児 ６対１ 

               子育て支援事業 ２ 

               フリー     ２ 

               延長保育担当  ２ 

               調理業務    ２ 

         対 象 者 ：０歳児から２歳児までの乳幼児及びその家族 

                

 

 

 

 

＜本郷小規模保育所活動内容＞ 

 

 【小規模保育所事業】 

１． 保育所保育方針 

十分養護の行き届いた、家庭的で温かいぬくもりのある雰囲気の中で、一人 

ひとりの子どもの思いを大切にし、愛されていると感じることのできる 

保育を通し、将来を生き抜くたくましい心と体の基礎を培う 

２． 保育所保育目標 

○子どもが現在を最もよく生き、望ましい未来をつくり出す力（生きる力） 

 の基礎を培う 

○入所する保護者に対し、その意向を受け止め、子どもと保護者の安定した 

 関係に配慮し、保育の特性や保育士等の専門性を生かして、その援助に 

あたる。 
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平成３０年度  年 間 行 事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○毎月（避難訓練・身長体重測定）を行います。 

○毎月誕生者集会を行い、児童文化財や集団遊びを計画し行います。 

○地域の在宅親子の参加も積極的に受け入れて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 保護者参加の行事 子どものみの行事 

４ ２０日（金）懇談会 

        

１７日（火）歯科健診 

２８日（水）内科健診 

５  ２５日（金）世代間交流畑作り交流 

７  ７日（火）七夕会 

２５日（水）第１回総合避難訓練 

３１日（火）第１回不審者訓練 

８ １１日（土）本郷地区地域交流夏祭り  

９ ２２日（土）ふれあいスポーツデー  

10 １３日（土）世代間交流芋煮会 ２日（火）歯科健診 

11  ２９日（木）第２回総合避難訓練 

12 ２２日（土）世代間交流クリスマス 

おたのしみ会 

 

1 １８日（金）保育参加懇談会  

2  ２日（金）豆まき会 

２０日（水）第２回不審者訓練 

3 ２３日（土）ティーパーティー 

２歳児の親子のみ 

１日（金）ひな祭り会 
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保育所保育の様子 
 

  

０・１歳児クラス 

おひさま組 
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１・２歳児クラス 

に  じ組 
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【地域子育て支援センター事業】 

１．設置目的 

子育て中の親の孤独感や不安感を緩和できるよう保育士が寄り添い支え、子どもの健やか

な育ちを見守り、育むことを目的とした母と子の居場所づくり。 

２．対象者 ：未就学児とその保護者 

３．実施内容：乳幼児及び保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てに 

ついての相談、情報の提供、助言その他の援助を行なう 

 

３． 利用状況 

子育てひろば 
（きららルーム） 

・ 育児の中で親子共に心安らげる場所を提供する。 
・ 育児についての不安や悩みを共有する。 
・ 月曜日～土曜日  ９：００～１２：００ 

       １４：３０～１７：００ 
（日曜日、祝日、年末年始を除く） 

＊年間利用者数は別表１参照。 

ファミリー 
フェスティバル 

・市内の子育て支援センターと連携し実施する子育て支援行事。年間１回  
＊高舘保育所子育て支援センター及び児童センターと連携し、実施して 

いる。 

ベビーズ・ 
ピクチャー 

・赤ちゃんの寝姿を生かし、遊び心たっぷりな背景で撮ることを楽しみ、 
子どもをゆっくり見つめる時間とし成長を実感し楽しむ 
月１回開催 

育児リフレッシュ 
(ポップコーン 

タイム） 

・日ごろの思いを言葉に出すことで共感、共有し一人ではないことを 
確認しホッとできる時間を確保。 
＊参加費 無料 
 ＜ママたちのしゃべり場＞＊おしゃべりタイム ３回開催   

遊びの広場 
「きららタイム」 

・ 親子触れ合い遊びや集団遊びなどの活動を通じて、子どもとの関わり
方、子育ての楽しさを伝えていく。 
工作、クリスマス会など実施。 

・ 単独１回開催。  小規模保育所行事と共同４回開催 

子育て情報誌の 
発行「きらら通信」 

・ 情報誌を通じて、子育てに関わる情報を地域へ伝える。 
・ 毎月１回発行  

その他 
○保健センター・那智が丘・増田・下増田児童センター連携事業 
○子ども支援課連携：情報紙「ちいさななかまたち」発行  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

開館日数 ２４ ２４ ２６ ２５ ２６ ２４ １４９ 

乳幼児の親子 

（ひろば利用） 
１２３ １４１ ２０３ ２２２ ２３９ ２５１ １１７９ 

行事 ４３ ８２ ８４ ２５１ ６１ １３５ ６５６ 

合計 １６６ ２２３ ２８７ ４７３ ３００ ３８６ １８３５ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 総計 

開館日数 ２６ ２３ ２３ ２３ ２３ ２５ １４３ ２９２ 

乳幼児の親子 

（ひろば利用） 
２０４ ２１４ ２５９ １５１ ２３６ ２９８ １３６２ ２５４１ 

行事 ２１３ １０４ ６９ １４３ １１０ ４８１ １１２０ １７７６ 

合計 ４１７ ３１８ ３２８ ２９４ ３４６ ７７９ ２４８２ ４３１７ 
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ふれあいスポーツデー 
保育所親子、地域老人会の皆さんと

一緒に競技をしました。 
 

  

離乳食の見学 
保育所での離乳食の様子を見ながら離乳食

の不安や悩みにお応えしています。 

 

  

 

 
  

「ベビーズ・ピクチャー」 
今回は「トトロ」！毎月様々なテーマの

背景の前で、成長記録の１枚を 

きららタイム 
活動の終わりに担当者の 

絵本タイム 

 

保育所・きらら・老人会合同芋煮会 

芋煮会には地域老人会のみなさんが「本郷お野菜市場」 

を開いてくれました。新鮮な地場産品と芋煮で秋を満喫 
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【次世代間交流等事業】 

 

【交流事業目標】 

    １ 地域の人々との交流を通して開かれた保育所づくりをする。 

    ２ 高齢者と様々な触合いを通して思いやりや優しさの基礎を培う。 

    ３ 交流遊びを通して地域の子育て親子の仲間作りや育児支援を担う。 

【年間計画内容】 

月 活 動 内 容 対 象 

５月 

２１日 

（月） 

顔合わせ 

畑つくり交流 

顔合わせをし、畑づくり 

きゅうり・なす・ピーマン・ 

トマト・さつま芋の苗植え 

本郷福寿会（老人会） ７名 

保育所２歳児    ７名 

９月 

２２日

（土） 

ふれあい 

スポーツデー 

親子、地域親子、老人会の方が

触れ合いながら体を動かした

り、応援をし合ったりする 

保育所親子    ４１名 

地域の親子    １６名 

本郷福寿会（老人会 ）９名 

 

１０月 

１３日 

（土） 

芋煮会 

会食、遊び、産直野菜を通して、

保育所親子、地域老人、地域親

子が触れ合ったり、地域の特性

を知る機会とする 

保育所親子    ４１名 

地域の親子    ４３名 

本郷福寿会（老人会） １６名 

食生活改善推進委員 ６名 

１２月 

２２日 

（土） 

クリスマス 

お楽しみ会 

保育所親子、地域親子、老人施

設の方と共に、互いの演技を見

あったり、クリスマスの楽しい

雰囲気をみんなで味わう。 

保育所親子    ４２名 

地域の親子    １８名 

老人施設「ふるさと」利用者 

          ６名 

３月 

 １日 

（金） 

ひな祭り会 

子ども達の成長を地域老人会

の皆さんと共に喜び、祝って頂

く。 

保育所の子ども達 ２０名 

地域の親子    １４名 

本郷福寿会（老人会）  ７名 

 

【交 流 相 手】     

   ・本郷老人会「福寿会」 

   ・老人施設「ふるさと」 

   ・子育て支援「きらら」利用親子 
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顔合わせ畑つくり交流 

ふれあいスポーツデー 
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芋煮会 

芋煮会 会場にて 

老人会による 

「本郷お野菜市場」を開催 

クリスマスお楽しみ会 

ひな祭り会 
保育所・老人会・地域の親子 
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＜平成３０年度のまとめ＞ 

 １年半となり、朝７時から夜は７時までの１２時間開所。保育士 6名プラス小林 

の 7名で７パターンの勤務時間ローテーション、また、子どもが０歳児から２歳児 

までと養護が最も求まれる現場で、子どものみならず、様々な事情を抱えた、保護 

者のサポートが求められる中、心休まる事のない日々ですが、子どもの日々の成長 

を保護者の皆さんと一緒に見守り共に喜びあえることを保育士としての喜と感じ 

運営していると感じています。 

地域子育て支援センター事業としては、小規模保育所のゆったりとした雰囲気の中で、保育

士が母親の思いに耳を傾け、母親がゆったり子どもと向き合うことができる場、乳幼児の遊び

場、育ちの場としています。小規模保育所内という環境をメリットと捉え、全職員が支援パー

トナーをモットーに、保育所行事に参加してもらい子どもの発達や個人差、0 歳児クラスでの

離乳食の実際を見てもらったりと、職員の対応の仕方（寄り添い方）も含め保育所ならではの

支援を行っています。入所申込者の中には、きらら（子育て支援室）に来所している方も見受

けられるようになり、保育所の日ごろの雰囲気や、職員や子どもの様子をみていただき、本郷

にと言う思いで申し込まれているのかもしれないと思う時、私たちの支援の在り方が保護者の

方に受け入れられているような気がして嬉しく思います。また、職員にとっても、地域の親子

がクラス活動や行事に参加していただくことで、子どもへの働きかけ、心地よい声掛けなど、

考えながら取り組むことで、保育の質の向上が求められている現在、自分自身の保育を振り返

る良い機会と捉え保育にあたっています。このような対応、思いが、保育所の雰囲気、イメー

ジへとつながっていくことを確信しています。来所者数は少しずつ増えていますが、固定化さ

れてきており、周知方法が課題と考えつつ、支援の在り方を考えていきたいと思っています。 

世代間交流では地域老人会「福寿会」の皆さんのご協力を頂き、畑づくり、収穫、芋煮会で

の「本郷お野菜市場」の開催で新米・自家製梅干し・みそ、新鮮な収穫されたばかりの野菜等

の販売で、地域の親子、保育所、地域の方々が繋がる催し物が開催でき、次年度も、地域密着

型の保育所という認識を持っていただき、様々な点で、助けて頂きながら展開できるように考

えていきたいと思います。 

今後も、日々の保育、様々な活動において、子どもを真ん中に共に喜びあえる取組の在り方

を考えていきたいと思います。 

最後に、保育所、小規模保育所が乱立する中、保育の質を高めることが求められていますが、

離職者が少なくなく、補充職員を見つけるのがとても困難で、継続した保育の質向上に向けて

の取組（研修参加、研修で学んだことの実践、）につながりにくく、また施設管理者としての指

導能力を反省しつつ課題と感じています。 
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2. 次世代育成事業 
（１） 子育て支援者スキルアップセミナー 

「インプロワークショップ＆交流会」 
講師： 伊坂 亮氏（ロクディム） 

日時：平成３０年７月２１日～２２日  
会場：秋保市民センター・秋保木の家 
参加人数：１４名 
 

 
成果・課題 

学校や企業の人材育成にも用いられているインプロワークショップを実施することで、

自分自身と向き合い、その場その瞬間の対応力や建設的な対人関係の構築に役立つスキル

の向上が参加者同士図ることが出来たように思う。また、交流会ではそれぞれの現場・立

ち位置の中で通常では相談が難しいような話やボードゲーム交流も出来て有意義な会とな

った。今後も団体の枠を超えた子育て支援者同士の学び合いの場を作っていきたいと思う。 

 
 
３. 地域連携事業 
（１）他団体との連携・協力 
 ①内容 

県内外の子育て支援を目的とする支援団体へ、協力団体として活動協力を実施（会場の

設定、広報活動、講師派遣、ボランティアスタッフとして活動協力実施） 
 

① 実績 
 ・宮城県子育てサポーター・サポーター養成講座 講師  
 ・宮城県放課後児童支援員資格取得認定研修 講師 

・岩沼市子育て応援者養成講座 講師 
・石巻市父子手帳作成委員会 オブザーバー 
・富谷町放課後児童クラブ職員研修 講師 

 ・のびすく仙台・若林 パパサロン講師  
・名取市内公民館講座 講師 
・幼稚園・児童館・保育園・市民センター 子育て講座・育児講座 講師 

  （田子児童館・東根さくらんぼの森保育園等） 
 

② 成果・課題 
  取り組みを通じて法人の活動や、こどもたちの育ちに関わる想いを地域に伝えることが

出来た。他団体との連携を深め交流していく中で知り得た知識や情報を法人事業で活かし

ていくことが出来ると感じている。活動を通じ、法人の理念や方向性をあらためて確認し

ていき、基盤の強化にもつなげていきたいと思う。 
  

 
Ⅲ １年のまとめ 
   法人として事業を開始してから８年目を迎え、これまで実施してきた事業の基盤を整え

る 1 年であったと感じる。事業も拡充され新たな職員も増えており、法人の理念や方向性

を共有し、事業の見直しを図りながら基盤を強化に取り組んでいくことが早急に求められ

ている。実施する１つ１つの事業の充実を図っていく上でも、法人の理念の下、お互いの

立ち位置、取り組み方を尊重し、また職員として取り組むスタッフはさらに専門性を高め

て取り組んでいくことが求められていると感じる。 
 
 


